
種 において を加害する 

エ イ  

．

石川県では 林 のため 性マ 種の

とともに、 種 を し種子生産を って

きた。2015 年 から 性マ 種 において

類による 果の しい 被害が発生した（

-1）。

． と  

2020 年 10 ～11 に石川県 化 ンター

図-1．  

この被害は 果の 大を するか、一部の

をもたらし、種子の に明らかに影響を

た。被害種の特定のため被害 果から成虫を 化

さ 同定を った。その結果、 に した

は 果を加害する種として から られていな

い種であった。本報 ではこの種の被害の特 や

発生 を示し、 種 での生活 について

を った。 

（志 町 谷）の 性マ 種 （9～14 年

生 12 種 244 本）において、種子 のため 果

を 集した（16.4 千 ）。 集 果を被害の有

によって分け（被害 14.3 ）、種子の が

めない被害 果を大 ス 器（50×

35×2  ）に 分 れた。 年の 2021

年 5～7 まで数日ごとに した成虫を捕獲し

た。 

． と  

被害 果からマエ マダ イ

Assara funerella（以 、マエ ）（ -2）およ

びマ アカシン シ Retinia cristataがそれぞ

れ 62 および 2 頭 した。 は 2021 年 6 6

日～7 21 日の で 6 中 に ー が られ 1

山 を示した（ -3）。 は 6 3 日および 20

日に した。マエ は県内の イトト

による 集では 400 m 地 での記録が多

く、5～9 まで 集され 1 年 2 化の発生と さ

れている（  202 、2 22）。そのため、今回の

は 1 化目の を示していると思われる。 

マ の雌 は に し、 年 に 果を成

さ る。被害は 1 年目の 果でも発生している

と思われ、成 しない 果の被害を加 ると、本

種被害 は されている可能性がある。 

マ 種 において 果を加害する 類は

くから られてきたが れも種も 頭部を同 加

図-2． エ と  
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シ リストであると られた。

害することが られる（ 、  1978）。し

かし、本 種 では 果被害のみが目 、マエ

はマ 果のみに 被害を発生さ るス

く 分布と化性の イ 上科．

YUGATO 246: 143-147 

 図-3． エ の  

本調査によりマエ は 性 マ 種

において 果の を しく さ る種である

ことが明らかになった。 注 などによる防

除 の 発が に められる。 
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